
― 35 ―

れ
、
客
人
に
芸
を
披
露
さ
せ
て
い
た
。

　

さ
て
、
新
た
に
訪
れ
た
外
国
人
の
馬
の
乗
り
方
は
、
当
然
、
日
本

の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ

リ
ー
マ
ン
は
「
日
本
で
は
右
側
か
ら
馬
に
乗
る
」
と
記
し
て
い
る
。

海
外
で
は
左
側
か
ら
跨
っ
て
い
た
の
だ
。
馬
具
も
異
な
る
。
日
本
の

鐙
は
履
物
の
よ
う
な
独
特
の
形
を
し
て
い
る
が
、
海
外
の
鐙
は
基
本

的
に
輪
の
形
だ
っ
た
。
ま
た
、
蹄
鉄
も
な
い
。
替
り
に
日
本
の
馬
の

「
藁
の
サ
ン
ダ
ル
」が
外
国
人
の
注
目
を
集
め
た
。さ
ら
に
彼
は「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ら
ば
尻
尾
が
来
る
べ
き
と
こ
ろ
に
、
日
本
式
に
頭
が
来
て

い
た
」
と
馬
の
繋
ぎ
方
が
正
反
対
で
あ
る
こ
と
も
記
し
て
い
る
。

二　

横
浜
で
古
き
日
本
の
馬
と
人
に
会
う

　

シ
ュ
リ
ー
マ
ン
は
「
日
本
の
馬
は
い
つ
も
た
が
い
に
喧
嘩
し
よ
う

一　

馬
車
道
を
め
ぐ
っ
て

　

横
浜
市
中
区
の
中
心
街
に
「
馬
車
道
」
と
い
う
通
り
が
あ
る
。

　

古
来
、
人
か
牛
が
車
を
牽
く
習
い
で
あ
っ
た
日
本
の
道
を
、
馬
が

牽
い
た
車
が
通
る
。
そ
れ
は
江
戸
幕
府
が
港
を
開
き
、
海
外
の
人
々

が
渡
来
、新
た
な
文
化
が
流
入
し
た
こ
と
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
っ
た
。

　

横
浜
を
描
い
た
錦
絵
に
は
、
欧
米
人
男
女
の
乗
馬
姿
も
見
え
る
。

渡
来
し
た
人
々
の
中
に
は
馬
に
親
し
み
、
馬
で
街
中
を
闊
歩
す
る
者

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
士
官
Ｅ
・
ス
エ
ン
ソ
ン
に

よ
れ
ば
、
同
国
の
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
公
使
は
、
長
い
時
間
撫
で
、

話
し
か
け
、
視
線
を
交
わ
す
ほ
ど
、
馬
に
深
い
愛
情
を
抱
い
て
い
た
。

任
地
の
北
ア
フ
リ
カ
で
ア
ラ
ブ
人
か
ら
伝
授
さ
れ
た
馬
術
の
技
も
秀

で
た
も
の
で
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
高
官
か
ら
贈
ら
れ
た
四
頭
の
駿
馬
を

横
浜
ま
で
伴
い
、
夕
食
会
の
折
に
は
、
馴
れ
た
馬
を
食
堂
に
招
じ
入

〈
随　

想
〉横

浜
の
馬
と
人
　
百
五
十
年
の
素
描�

村
井
　
文
彦
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と
し
て
い
る
。
ま
っ
た
く
ひ
ね
く
れ
て
い
て
、
人
に
な
つ
か
な
い
」

「
街
道
で
荷
を
運
ん
で
い
る
馬
に
出
会
っ
た
ら
、
馬
を
避
け
て
廻
り

道
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
も
記
す
。
他
に
も
多
く
の
外
国
人
が
、

日
本
馬
の
気
性
の
荒
さ
や
扱
い
に
く
さ
を
特
筆
し
て
い
る
。

　

加
え
て
日
本
の
馬
は
小
柄
だ
っ
た
。
日
本
在
来
の
馬
は
ほ
と
ん
ど

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
ポ
ニ
ー
に
分
類
さ
れ
る
体
格
な
の
だ
。

　

と
は
い
え
、
一
八
六
〇
年
（
安
政
末
～
万
延
元
）
に
日
本
を
訪
れ

た
英
国
の
Ｅ
・
Ｂ
・
ド
・
フ
ォ
ン
ブ
ラ
ン
ク
少
佐
は
、
日
本
の
馬
に

つ
い
て
「
こ
れ
と
い
う
取
柄
が
無
い
」「
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
の
」
馬
で
、

「
ど
の
馬
も
み
な
外
国
人
を
け
ぎ
ら
い
」し
て
い
る
と
し
つ
つ
も
、「
大

き
さ
や
体
つ
き
か
ら
言
っ
て
も
、
重
た
い
も
の
を
運
ぶ
の
に
適
し
て

い
る
」「
日
本
人
の
世
話
人
が
そ
ば
に
い
る
と
、
馬
は
と
て
も
お
と

な
し
く
、
す
な
お
で
あ
っ
た
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
ス
エ
ン
ソ
ン

も
、「
大
き
な
荷
鞍
に
ど
っ
さ
り
の
せ
ら
れ
、
蹄
鉄
の
か
わ
り
に
藁

の
サ
ン
ダ
ル
を
は
か
さ
れ
た
馬
の
長
い
隊
列
が
、
鈴
の
音
を
陽
気
に

鳴
ら
し
、
馬
丁
に
か
け
声
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
前
進
し
て

い
く
」
と
記
し
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
、
ド
・
フ
ォ
ン
ブ
ラ
ン
ク
少
佐
の
任
務
は
、
英
国
軍
が

中
国
で
用
い
る
運
搬
用
の
馬
多
数
と
馬
の
飼
料
の
干
草
を
日
本
で
買

付
け
、
横
浜
か

ら
船
に
載
せ
て

大
陸
へ
送
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
こ
ろ
日

本
に
は
百
万
を

越
え
る
馬
が
い

た
。
馬
格
に
劣

る
と
い
う
が
、

日
本
人
自
体
が

小
柄
で
あ
っ
た

こ
と
に
鑑
み
れ

ば
、
相
応
の
体

格
だ
っ
た
と
す

べ
き
で
あ
ろ

孟斎芳虎『横浜海岸通之図』（明治初年）
馬の博物館所蔵
和洋の騎手と馬車が行き交う横浜の町並みを描いている。
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う
。
そ
し
て
そ
の
全
て
が
猛
獣
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、

皆
が
扱
い
難
い
馬
だ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
だ
け
の
技
能

も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
の
海
軍
士
官
Ｖ
・
Ｆ
・
ア
ル
ミ
ニ
ョ
ン
は
、
江
戸
の
大

道
で
見
世
物
を
見
、
馬
上
の
妙
技
に
触
れ
「
馬
の
背
で
の
巧
み
な
技

も
大
い
に
喜
ば
れ
る
。
西
洋
で
馬
を
走
ら
せ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
し

て
、日
本
の
武
士
も
馬
を
走
ら
せ
る
の
を
好
む
」と
の
感
想
を
記
し
た
。

武
士
道
が
弓
馬
の
道
な
ら
ば
、
人
馬
一
体
に
お
い
て
ロ
ッ
シ
ュ
公
使

に
匹
敵
す
る
日
本
人
も
大
勢
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
江
戸
の
武
士
の

中
に
は
、
江
戸
鎌
倉
往
還
二
十
六
里
を
日
本
橋
・
品
川
・
六
郷
渡
・

川
崎
・
神
奈
川
・
保
土
ヶ
谷
・
戸
塚
・
鎌
倉
と
十
一
時
間
半
く
ら
い

か
け
て
往
復
す
る
「
遠
馬
」
で
馬
術
の
腕
を
見
せ
る
も
の
も
い
た
。

　

さ
て
、
開
か
れ
た
窓
と
な
っ
た
横
浜
に
は
、
進
取
の
気
性
に
み
ち

た
若
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
一
人
、
林
董
の
回
想
録
『
後
は
昔

の
記
』
に
、「
西
洋
学
を
修
む
る
青
年
輩
の
間
に
は
何
事
も
西
洋
人

に
真
似
る
こ
と
流
行
し
」
洋
風
に
仕
立
て
直
し
た
和
服
を
着
、
西
洋

靴
を
履
き
、「
西
洋
鞍
を
置
き
て
馬
に
乗
り
た
り
」
と
あ
る
。
そ
う

し
て
「
春
花
秋
風
、
郊
外
に
遠
乗
」
意
気
揚
々
と
道
を
行
く
彼
ら
に
、

「
野
次
馬
攘
夷
家
」
が
立
ち
塞
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
銃
で
牽
制
し

て
退
け
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
威
嚇
の
通
じ
な
い
「
向
こ
う
見
ず
」

も
い
な
く
は
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
「
一
生
懸
命
馬
に
策
（
む
ち
）
し

て
逃
げ
」
た
、
と
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
西
洋
学
を
修
む
る
青
年
」

等
が
、西
洋
式
馬
術
に
早
く
も
馴
染
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

三　

近
代
競
馬
初
出
走

　

今
、馬
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
先
ず
競
馬
場
で
あ
ろ
う
。

　

現
代
の
競
馬
に
通
ず
る
近
代
競
馬
の
日
本
初
開
催
を
見
た
の
も
横

浜
で
あ
っ
た
。
な
お
、
わ
が
国
の
古
式
競
馬
（
こ
ま
く
ら
べ
、
く
ら

べ
馬
）
は
直
線
の
馬
場
を
二
頭
で
競
う
、
祭
礼
の
意
味
合
い
の
強
い

も
の
だ
っ
た
。
対
す
る
洋
式
競
馬
は
、
近
代
英
国
に
な
ら
い
、
厳
密

な
規
則
の
も
と
に
多
数
の
馬
を
競
わ
せ
る
。

　

早
く
も
開
港
の
翌
年
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
）
九
月
一
日
、
横
浜

居
留
地
内
の
本
村
（
現　

中
区
元
町
商
店
街
一
帯
）
の
馬
蹄
形
コ
ー

ス
で
競
馬
が
開
催
さ
れ
た
。
続
い
て
一
八
六
二
年
（
文
久
二
）、
居
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留
外
国
人
が
横
浜
レ
ー
ス
ク
ラ
ブ
を
結
成
、
横
浜
新
田
（
今
の
山
下

町
の
中
華
街
）
で
競
馬
を
行
っ
た
。

　

横
浜
市
開
港
資
料
館
に
は
『
よ
こ
は
ま
か
け
の
り 

は
る
の
も
よ

お
し
』
と
題
す
る
木
版
の
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
一
八
六
二

年
（
文
久
二
）
の
競
馬
の
レ
ー
シ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
和
訳
し
た
も

の
で
、race 

は
「
か
け
の
り
」。H

urdle race 

は
「
と
び
き
か
け

の
り
」、pony race 

は
「
ポ
ネ
レ
ー
ス
」「
こ
む
ま
の
か
け
の
り
」。

Spring m
eeting

（
春
季
開
催
）
は
「
は
る
の
も
よ
お
し
」、

challenge cup 

は
、
そ
の
ま
ま
「
い
ど
み
の
り
」、colours of the 

rider

（
勝
負
服
）
は
「
の
り
て
の
い
ろ
ど
り
」。secletary

（
書
記
）

が
「
か
き
や
く
」
な
ら judge

（
決
勝
審
判
委
員
）
は
当
然
「
ぎ
ょ

う
じ
」、clerk of T

he course

（
馬
場
取
締
委
員
）
は
「
の
り
ば

せ
わ
や
く
」、stew
ard

（
理
事
・
裁
決
委
員
）
は
「
せ
わ
や
く
」

で
あ
る
。
開
国
か
ら
わ
ず
か
に
九
年
、
英
語
の
競
馬
用
語
が
、
親
し

み
や
す
い
平
仮
名
に
訳
し
て
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
よ
り
広
く
日
本
人

の
注
目
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う

か
。
な
お
、A

rabyan horse 

は
「
ア
ラ
ビ
ヤ
む
ま
」
と
訳
さ
れ
て

お
り
、「
い
と
お
ほ
き
な
る
む
ま
」
と
注
が
つ
い
て
い
る
。

　

横
浜
の
競
馬
を
主
導
し
た
の
は
居
留
外
国
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ

で
日
本
人
も
競
馬
を
楽
し
み
か
つ
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
八
六
五
年
（
元
治
二
～
慶
応
元
）
に
は
、
横
浜
居
留
地
練
兵
場

（
中
区
諏
訪
町 

港
の
見
え
る
丘
公
園
）
や
横
浜
居
留
地
射
撃
場
（
中

区
大
和
町
・
大
和
町
商
店
街
）
で
競
馬
が
開
か
れ
た
。
絵
入
り
ロ
ン

ド
ン
新
聞
で
遠
く
英
国
に
ま
で
報
じ
ら
れ
た
「
武
士
招
待
競
走
」
は
、

こ
こ
練
兵
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
こ
ろ
、
居
留
外
国
人
の
遊

歩
新
道
（
現　

中
区
山
手
町
近
辺
）
で
も
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
。

四　

根
岸
の
丘
の
競
馬
場

　

一
八
六
六
年（
慶
応
二
）十
月
、
根
岸
競
馬
場（
現　

中
区
根
岸
台
・

簑
沢
）
が
竣
工
し
た
。
本
邦
初
の
本
格
的
な
近
代
競
馬
場
で
あ
る
。
な

お
、
地
元
根
岸
村
に
は
競
馬
場
建
設
に
係
る
古
文
書
が
あ
る
。
近
代
競

馬
に
か
か
わ
る
近
世
地
方
史
料
と
い
う
極
め
て
稀
な
史
料
で
あ
る
。

　

こ
こ
根
岸
で
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
か
ら
一
九
四
二
年
（
昭
和

十
七
）
十
月
十
八
日
ま
で
、
七
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
競
馬
が
行
わ
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れ
て
い
た
。
七
十
五
年
と
い
う
年
月
は
長
い
。
東
京
競
馬
場
で
さ
え
、

八
十
周
年
を
迎
え
た
の
は
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
）
の
こ
と
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
東
京
競
馬
場
と
横
浜
と
の
間
に
は
人
馬
の
行
き
来

も
あ
っ
た
。
時
に
は
レ
ー
ス
を
終
え
た
競
走
馬
が
、
簑
沢
を
出
て
山

元
町
、
戸
部
、
高
島
町
、
青
木
橋
、
六
角
橋
、
菊
名
と
進
み
、
綱
島

で
小
休
止
、
溝
口
、
高
津
、
久
地
か
ら
、
稲
田
堤
、
調
布
橋
、
飛
田

給
を
経
て
東
京
競
馬
場
ま
で
、人
に
牽
か
れ
て
歩
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。

　

さ
て
、
今
も
根
岸
の
丘
に
そ
び
え
る
ス
タ
ン
ド
は
、
関
東
大
震
災

の
後
に
建
て
ら
れ
た
。
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
秋
か
ら
、
幾
多
の

フ
ァ
ン
を
集
め
、東
洋
一
と
う
た
わ
れ
た
こ
の
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
が
、

時
に
つ
れ
て
警
戒
を
招
く
よ
う
に
な
る
。
東
京
湾
に
臨
み
、
横
須
賀

の
軍
港
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
開
戦
と
と
も
に
、
場
内
に
は
敵
性
外

国
人
の
収
容
所
が
設
置
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
閉
場
ま
で
は
、
僅
か
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
根
岸
競
馬
場
建
設
が
進
め
ら
れ
た
要
因
の

一
つ
は
生
麦
事
件
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
想
い
起
こ
し
、
さ
ら

に
日
本
の
近
代
競
馬
が
外
国
人
な
し
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
何
と
も
言
い
難
い
も
の
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

明
治
の
歴
史
は
こ
の
競
馬
場
に
大
き
な
使
命
を
与
え
た
。
不
平
等

イラストレーテッド・ロンドン・ニューズ　1865年7月8日号
「武士招待競走」絵：チャールズ・ワーグマン
馬の博物館蔵
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条
約
改
定
に
向
け
、
東
京
の
鹿
鳴
館
と
並
ん
で
横
浜
の
根
岸
競
馬
場

が
対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
な
っ
た
の
だ
。
ま
た
、
横
浜
に
倣
っ

た
近
代
競
馬
場
が
各
地
に
設
け
ら
れ
、
現
代
に
至
る
競
馬
の
隆
盛
の

走
路
も
整
え
ら
れ
た
。
他
方
、
わ
が
国
在
来
の
馬
は
ほ
ぼ
姿
を
消
し

た
。
日
清
・
日
露
の
戦
争
の
経
験
か
ら
、
彼
ら
が
近
代
戦
の
騎
兵
運

用
や
輜
重
に
不
適
格
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
た
め
も
あ
る
。
日
本
の

近
代
国
家
は
「
馬
種
改
良
」
を
推
し
進
め
、
や
が
て
、
ほ
と
ん
ど
の

日
本
の
馬
は
文
久
二
年
の「
い
と
大
き
な
る
馬
」の
仲
間
た
ち
と
な
っ

た
の
だ
っ
た
。
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岸
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〇
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シ
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日
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会
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史
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九
九
八
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日
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輸
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自
動
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渡
辺
一
郎
「
遠
馬
と
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の
文
化
叢
書
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四
巻　

馬
と
日
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史
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近
世
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九
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三
年　

馬
事
文
化
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